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東京電力福島第一原子力発電所の ALPS（多核種除去設備）処理水について、政府は 4 月 13 日に

も、海洋放出による処分を決定すると報道されています。 

東京電力（以下、東電と略）やこれまでの報道によると、ALPS 処理水（以下、汚染水と略）は、

高濃度のトリチウムだけでなく、ストロンチウムなど 60 種類以上の放射性核種を含む大量の汚染水

です。これは、平常時の原発温排水放出とは量も質も異なる、放射性廃棄物の故意の海洋放出であ

り、日本も締結しているロンドン条約や同議定書に抵触し、国際的には容認されていない行為です。 

 事故後の 2015 年、東電は「関係者の理解なしに、いかなる処分も行わない」旨の約束を福島県漁

連と交わしています。海はつながっており、福島県漁連だけでなく、宮城県漁協や茨城県漁連、そし

て、７日に菅総理と面会した全漁連の岸宏会長も海洋放出への反対を表明しています。加えて、「原

発のない福島を！県民大集会」実行委員会より経産省へ、福島県内外より寄せられた 42 万筆以上の

放出反対署名が既に提出されており、福島県内の約７割の市町村議会が反対決議や政府に慎重な対

応を求める意見書を採択するという‶民意″が示されてきました。 

国や政府、東電は、国策で進めた原発で取り返しのつかない重大事故を起こした上に、大量の汚

染水を発生させた「加害者」であり、放出に反対する漁業者や福島県民、また、多くの人々の声を踏

みにじる形で海洋放出の決定をすることは決して容認できません。 

汚染水の慎重な取り扱いのために、立場が異なる有識者の声にも広く耳を傾けるべきです。多核

種除去設備等処理水の取扱いに関する小委員会（以下、小委員会と略）による提言とは異なり、有志

の有識者や研究者らによる原子力市民委員会では、汚染水のモルタル固化や陸上での大型タンクへ

の長期保管が可能などという具体的な技術的提案を行ってきました。現実的に可能と考えられる専

門家の提言や代替案、また、4000 件以上にも及ぶ、多数寄せられたパブコメなど、国や政府、小委

員会、東電はこれまで真摯に傾聴、検討し、応答してきたのでしょうか。海は誰のものでもなくみん

なのものであり、ごく限られた利害関係者だけで安易な「解決」はできません。 

この件に関して、この 10 年間、生業の基盤である海が汚染され、苦しみ続けてきた漁業者をはじ

め、被災地にさらなる汚染をまき散らし、痛みを与えるべきではありません。汚染水の海洋放出は

「風評被害」だけでなく、‶実害″であり、故意の「加害行為」です。 

これ以上、原発事故による人為的な放射能汚染を拡大させないよう、国や政府、東電は、汚染水の

海洋放出の決定を行わず、代替案の真摯な検討に着手することを求めます。 
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